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本
年
度
第
－
－
回
町
議
会
開
か
る
、

　
昭
和
四
十
年
度
第
二
回
臨
時
町
議
会

は
六
月
五
目
、
樋
口
新
議
員
を
加
え
た

全
員
（
内
病
欠
一
名
）
出
席
の
も
と
に
役

場
庁
舎
内
町
議
会
議
場
に
お
い
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
つ
午
前
十
時
開
会
の
議
長

宣
言
の
後
、
事
務
局
よ
り
報
告
事
項
㍉

審
議
議
題
の
説
明
が
あ
り
、
活
発
な
議

題
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
　
な
お
当
日

に
議
決
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
左
の
と
お

り
で
す
。

報
告
事
項

L
　
松
代
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
　
土
木
課
を
建
設
課
に
改
め
る
。

名
　
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
。

　
　
家
畜
共
済
の
共
済
掛
金
率
を
改
め

　
　
る
。

よ
　
松
代
町
常
任
土
木
委
員
会
の
調
査

　
報
告
。

議
題
第
一
号

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

　
　
樋
口
監
査
委
員
よ
り
退
職
願
が
出

　
　
た
こ
と
に
よ
り
、
新
ら
た
に
監
査

　
　
委
員
と
し
て
柳
芳
治
（
松
代
）
を

　
　
選
任
し
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

議
題
第
二
号

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に

　
つ
い
て

　
　
樋
口
委
員
の
退
職
願
出
に
よ
り
新

　
　
ら
た
に
池
田
武
雄
（
田
野
倉
）
を

　
　
選
任
し
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

議
題
第
三
号
，

　
松
代
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
題
第
四
号

　
消
防
団
員
等
公
償
組
合
の
共
同
処
理

，
す
る
事
務
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
て

　
　
消
防
団
員
の
賞
じ
ゆ
つ
金
を
授
与

　
　
す
る
目
的
の
条
例

　
殉
職
者
賞
じ
ゆ
つ
金

　
イ
抜
群
の
功
労
が
あ
り
、
一
般
の
模

　
　
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

　
ロ
特
に
著
し
い
功
労
が
あ
る
と
認
め

　
　
ら
れ
る
も
の

　
ハ
功
労
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

議
題
第
五
号
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松
代
町
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
貸
与
条
例
第
四
条
第
三
項
を
削
除

　
　
す
る
。

議
題
第
六
号

　
松
代
町
役
場
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契

　
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
庁
舎
新
築
に
つ
い
て
請
負
業
者
に
．

　
　
対
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

以
上
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
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松
代
町
長
選
は
無
投
票
で

町
議
補
選
も
同
日
に
…
…
．
．

　
五
月
中
旬
に
て
任
期
満
了
に
と
も
な

う
松
代
町
々
長
選
挙
に
、
松
代
町
選
挙

管
理
委
員
会
は
五
月
六
日
、
町
長
選
挙

及
び
欠
員
中
の
町
議
会
議
員
（
一
名
）

の
補
欠
選
挙
の
告
示
を
行
な
い
、
五
月

十
二
日
立
候
補
者
の
受
付
け
を
し
め
切

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
立
候
補
は
町
長

に
柳
幡
蔵
氏
（
千
年
、
現
町
長
）
議
会

議
員
に
樋
口
義
春
氏
（
松
代
、
元
議
員
）

の
定
員
各
一
名
づ
つ
の
た
め
、
無
投
票

に
決
定
、
そ
の
旨
五
月
十
七
日
告
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
度
選
ば
れ

の
統
合
、
農
道
の
完
全
整
備
、 た

柳
町
長
は

町
振
興
五
ケ

年
計
画
を
大

き
く
打
出
し

小
．
中
学
校

　
　
農
業
協

業
化
の
推
進
、
温
泉
開
発
を
含
め
た
観

光
事
業
の
推
進
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
建

設
な
ど
大
き
な
目
標
を
も
っ
て
今
後
の

町
政
に
あ
た
ら
れ
る
旨
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
に

全
精
刀
を
傾
注
し
て
町
の
振
興
に
努
力

し
た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

日
頃
の
誠
実
と
熱
意
で
劣
難
な
町
政
に

一
層
の
努
力
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
又
町
議
会
議
員
に
決
定
の

　
　
　
　
　
樋
口
氏
は
、
中
心
街
大
字

　
　
　
　
　
松
代
の
区
長
を
永
年
勤
め

　
　
　
　
　
そ
の
政
治
力
と
人
格
は
衆

目
の
み
と
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の

活
躍
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
人
で
あ
り

ま
す
。
　
「
今
後
の
町
政
に
尽
力
い
た
し

た
い
と
念
し
て
お
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し

く
御
指
導
の
程
を
」
と
語
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

「
県
民
ス
ボ
ー
ツ
の
日
」
制
定

　
　
　
東
頸
城
は
一
ブ
ロ
ツ
ク
で

　
　
　
　
　
松
代
会
場
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
「
新
潟
国
体
総
合
優
勝
を
永
久
に
記

念
す
る
た
め
に
新
潟
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の

日
を
設
定
し
て
、
広
く
県
民
の
参
加
を

得
て
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
を
実
施
し
、

県
民
の
本
位
と
体
力
の
向
上
を
は
か
り

県
民
生
活
を
明
朗
に
し
よ
う
と
す
る
」

主
旨
の
も
と
に
、
県
で
は
六
月
の
第
一

日
曜
を
き
し
て
、
全
県
下
十
六
ブ
ロ
ツ

、
ク
で
一
斉
に
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
小
、
中
学
校
で
は
児
童
、
生
徒
の

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
を
行
い
、
体
位
、
体

力
の
測
定
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
東
頸
城
郡
は
以
上
の
主
旨
に

基
き
全
郡
一
ブ
ロ
ツ
ク
と
し
、
規
定
の

一
ブ
ロ
ツ
ク
五
種
目
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ

種
目
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
線
で
第
一
年
次
の
今
年
は
、
そ
の
時

期
が
田
植
の
た
め
変
更
し
、
期
日
を
六

月
二
十
七
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
全
部
が
一
箇
所
で
行
う
こ
と
が
不

可
能
な
の
で
各
種
目
別
に
会
場
を
設
け

る
こ
と
に
し
、
一
町
村
一
種
目
と
い
た

し
ま
し
た
。
会
場
及
び
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。
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松
代
町

大
島
村

浦
川
原
村

安
塚
町

牧
　
村

尚
各
種
目
ご
と
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
県

知
事
杯
、
賞
状
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
す

松
代
町
も
全
種
目
に
出
場
の
方
針
を
た

て
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

選
手
を
選
出
し
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
場
に
決
定
し
ま
し
た

松
代
町
で
は
、
松
代
高
等
学
校
、
松
代

中
学
校
の
屋
内
体
育
館
を
会
場
に
指
定

し
、
こ
れ
が
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に

　
松
代
町
青
少
年
間
題

　
協
議
会
開
か
る

　
最
近
各
方
面
か
ら
多
く
の
関
心
を
も

た
れ
て
い
る
青
少
年
問
題
に
、
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
申
上

げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
松
代
町
で

も
こ
の
問
題
を
取
上
げ
、
今
年
度
の
根

本
的
な
方
策
の
検
討
を
行
う
た
め
に
、

五
月
三
十
一
日
、
昭
和
四
十
年
度
第
一

回
青
少
年
間
題
協
議
会
が
役
場
庁
舎
内

に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
心
議
題
は
左
の
通
り
で
す
。

L
健
全
思
想
の
普
及
に
つ
い
て

乞
健
全
育
成
に
対
す
る
理
解
に
つ
い
て

よ
青
少
年
の
思
想
の
把
握
の
必
要
性
に

　
つ
い
て

4
地
域
に
お
け
る
問
題
が
埋
も
れ
た
ま

　
ま
放
置
さ
れ
て
い
な
い
か

与
有
害
図
書
、
映
画
等
の
対
策
に
つ
い

　
て

愈
学
校
に
お
け
る
児
蜜
生
徒
の
指
導
に

　
つ
い
て

L
家
庭
及
び
校
外
に
お
け
る
児
童
生
徒

　
の
指
導
に
つ
い
て

琶
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
啓
発
に
つ

　
い
て

甑
危
険
防
止
、
水
か
ら
守
る
運
動
に
つ

　
い
て

10

貧
困
家
庭
の
児
童
に
つ
い
て

11

母
子
家
庭
の
児
童
に
つ
い
て

12

保
育
に
か
け
る
児
童
対
策
に
つ
い
て

な
ど
で
す
。

　
爾
こ
の
町
が
も
つ
特
殊
な
間
題
に
重

点
を
お
き
、
今
後
は
、

L
農
村
に
対
す
る
青
少
年
の
考
え
方

名
卒
業
後
の
就
職
者
の
方
向
性

な
ど
を
研
究
調
査
し
実
態
を
つ
か
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
間
の

連
絡
を
密
に
し
、
そ
の
補
導
に
あ
た
っ

て
は
各
方
面
と
も
連
絡
提
携
し
て
い
く

、
こ
と
に
決
り
ま
し
た
。

　
大
切
な
青
少
年
の
育
成
は
単
に
一
つ

の
協
議
会
だ
け
が
な
し
得
る
も
の
で
な

い
と
し
、
町
民
各
位
の
協
力
と
育
成
へ

の
尽
力
を
期
待
す
る
旨
、
会
長
（
柳
町

長
）
よ
り
話
が
あ
り
、
関
係
団
体
、
関

係
機
関
と
も
連
絡
を
と
り
合
い
、
そ
の

推
進
に
努
力
す
る
様
申
合
せ
ま
し
た
。
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